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である｡ しか し大部分は,その記述や説明において,パー リ語ない しは ヨーロッパの諸言語に
行なわれている伝統的な規範文法の枠をあまりに転用 しす ぎているきらいがある｡ 個別的言語
の文法を書 く場合,その言語の全体の構造に適合 した枠を設定するのが 自然であると考える｡
したがって, ビルマ言吾の場合 もビルマ語 という言語にふさわ しい枠があるはずである｡
ビルマ語文法の枠を設定 しようという目標のもとに,本稿では,その一斑 と して ビルマ語に
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ラングーン在住｡ビルマの3人総合月刊雑誌の一つ｢トゥエイクウ｣(伸冊)の編集次rio閏秀作安
(3) LuduUHla/lu-du.qu:hla./(ルー ドゥ･ウ-･ラ)1通 (B3)
マングレイ在住｡元 ｢ル- ドゥ｣(民衆)新聞 (1967年7月発刊停止)編集長｡文筆家o
(4) KoSoeMaung/kousou:maun/(コウ･ソウマウン)lo遭 (B4)
シャン州南部インレイ地方出身oラング-.ン教育大学 (ⅠnstituteofEducation･Rangoon)守






(2)~KoKyaw Min/kotlC0-11i1:/(コウ･ナヨー ミン) (C2)
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2. 従来品詞分類は,単語の意義 ･機能 ･形態などに基準をおいて行なわれている｡何に基
準をおくかについて一貫性がないため しば しば非論理的という非難をうけてきた｡ それにもか
かわらず,従来の品詞分類が現在でもなお広 く用いられているのは,それに代わるべき 明解
なものがないことと,非難されなが らも従来のものには捨てがたい軽便さがあることによるの
かもしれない｡ しか しビルマ語に関 していうならば,印欧語において行なわれているような品






の枠を ビ ルマ語に忠実に適用 しようと,いかに努力 したかがわかる｡ 彼は序文のなかで,科学
としてのビルマ語文法の必要性を説き,特に土着の研究者がパ- リ語文法の枠を通 して しかビ
ルマ語を観察 しなかったことを非難 しているけれども,一方この著作においては学徒の便宜を

























述の枠については侍に目新 しい点はない｡ しか し,口語の観察の刻明なことは注目に値する｡
ビルマ人 自身によるものとしては, まず Taw SeュnKo(トー セイ ンコウ)の文法6)があげ
られる｡彼は,この中背の序文で, ビルマには文法と呼ぶに値する土着の著作はないと述べ,
新 しい木格的なビルマ語文法を書 く野心を示 している｡ しか しこの著作は印欧語の文法の枠を
一歩 も脱 していない｡PeMaungTin (ペイマウンティン)の文法7)は土着のものとして高 く
評価されているが,現代語はおおむね排除されているし,品詞の分類については何の疑念 もな
く印欧語文法の枠を用いている｡
ここでひとつ注意すべきことは,ビルマ人 白身によるビルマ語文法に colloquialism を対象
と したものが全 くないという点である1｡ビルマ語研究の歴史をみると,文字にかかれたビルマ
語,なかで もとりわけ古典的性格を もった雅語としての ビルマ語を対象 して始まり,今 まで続









































べている｡また Manualではビルマ語の品詞は noun,verb,particleである (p.10,par.20)
と述べている｡Cornyn(コーニン)の文法10)は,Stewartの試みをさらに徹底させたものとし
て注目に値する｡ Outlineの序文で,彼は syntaxの予備的な分析を終えてしばらくのちに,
幸運にも英国から Stewartの Zntroduction が手にはいり,Stewartの品詞分析が自分自身
の分析に確証を与えることになったと述べている｡しかし,一方 この言語に 2品詞 (つまり
Stewartが Iniroductionでいう ful-Word,form-Wordのこと)を認めるという一致点を除け
ば, Stewartと自分の考察にはほとんど共通点がないとつけ加えている｡事実,Stewartと
































は信 じるのであるが),体言 ･用言 ･助語の三分法をもってするのが妥当であると述べ,品詞論
の箇所(pp.27-28)でもうすこし詳 しく説明している｡ 矢崎源九郎 (やぎき げんくろう)もいま
までの品詞の分類とは違った別個の文法範境を考える必要がありそうであると述べている｡13)
原田正春 (はらだ まきはる)の文法14)は,｢入門｣では文法篇で名詞類 ･陳述部 ･助詞というふ


























14)原m正春 『ビルマ語入門』江南書院,19580 (以下 ｢入門｣と略称する｡)








Ⅰ 名 詞 と 数
1.名詞に関して数の範鴫のタイプにはおおむね次の二つがある｡単数 ･複数のセットと単

































に -mya:は -tweiより漠然 ･不定の意味がつよいとし, -tweiのほうがより一般的に用い られ
る形式であると説明 している｡23)また Spokenでは Imya:ほ不定の複数,･tweiは集合の複数で
あるとしている024)
3. -mya:は,PeMaungTinや Lonsdaleの説明をまつでもな く,動詞 mya:de(多い)
に山来する25)ことは明らかである｡･mya:については次のような用例がある｡
qamyou:dhami:yi:za:ptya_1:(C1), japan mei'hswei空些:(B2)
女 性 の 恋 人 たち 口本 の 友 人 たち
hsaya-pryA:(C3),caun:dha:mya:(C3),myan･matho:ta･hyin-mya:(C6)
先生 たち 学 とl:. たち ビルマ の 聴取者 たち
sa-qou'mya:(B2), yin-cei:hmu･mya:(B2), mu-1a･dan:caun:哩 (C5)
本 文 化 小 学 校
ce一galei:mya:(Al),qahma:mya･'(Bl),qacaun:qayaq a:(B3)
屋(dim.) 誤り :prJiI 柄
-tou.を有生物 (人間も含めて)に用いる0)に対 して,-mya:ほ無生物に用いると述べている
又法家は多い｡ しか しこの区別は厳格にまもられているわけではないと指摘 している又法家 も
いるように,噌なる原則にすぎない026)事実 -mya:ほ,有生物 ･無生物の差別な く用い られて
いる｡ 上に あげた用例はそのうちのい くつかにすぎない ｡-mya:と -tou.のちがいほ, 無生物
･存生物 との闇通性よりむ しろカズのとらえ方のちがい とみるべきだと思われる｡ これについ
ては,あとで述べる｡
4. -tou.については,次の用例がある｡
cun-do-dou.(Cl), hkamya:dou.(C3), thu-dou.(Cl), kou-dou.(Al)
私 たち あなた たち かれ たち 自分 たち
yin-cei:hmu.dou.(B2), yi-hman:je', youn-ci-je'tou.(Al)
文 化 志 や 信 念
japanpyi-dou.(B2), kouhla.wei-dou.(B4)
日 本 国 コウ ･ラウェイ たち
この場合 も生物 との必然的な関連性は認めがたい ｡ しか し,-tduは人称代名詞あるいは人名






















ラジオ も 本 も あります｡
(2) diqahkan:de:hmarei･di-you-mya:hyi.ba-de
この 部屋の中に ラ ジオ が あります｡
説明してくれたのは,下ビルマのタトゥン出身の U AungMyint28) である｡ 彼の説明による
と,口語では上のように使いわけるということである｡もし(1)のような列挙 (enumeration,
日本語の ｢･･も-も｣のような表現-UAungMyintによる)の文において,･tou.を･mya:に
























ち が い 日本 国民 たち インド人たち
myan-maqamyou:dhami:dYei(C1), hsaya-dwei(C3), qe:由一dwei(C7)
ビルマの 女 性 たち 先生 たち それ ら
hpo-ywei-hmu.dwei,hkin-min-hmu.dwei(C5),mei:da-dwei(C6)
つきあいやすさ 親 し さ 尋ねること
myan-masa,myan-maya-zawin-dwei(C4),htu:zan:da-dwei(C2)
ビルマ 語 ビルマ 歴 史 珍しいこと
-tweiは会話から得た資料に圧倒的に多 くみ られる｡したがって,これは口語にのみ使用され
てきた助詞ではないかという推測がなりたつ｡ また,これをうらづける次のような事実がある｡
あるきっかけで,Cornynの Outlineの中に出て くるビルマ語の用例を ビルマ文字になおし
て印刷 した資料を,ビルマの友人 KoSoeMaung30)に送ったことがある｡彼はていねいにも
資料の中の誤りを一 々指摘 してくれた｡ そのうちには ミスプ リン トの箇所 もあったか,Cornyn
が原文で -mya:,-tou.と記述 しているところをすべて -twei(ただ し人称代名詞に ついては
そのまま) と訂正 したことは注目に値する｡ 彼はその理由をこう説明 している｡ 話す時 はた
いてい -mya:の代わりに ･tweiをわた したちは使 う｡ 口語では -tou.や -mya:の代わりに
-tweiを伎うのである,と｡できるだけ話すような調子で書 く (いわゆる言文一致のこと)の
を信条としている彼の手紙には,事実 このような -mya:早 -tou.の用例はほとんど見あたらな
い｡Cornyno)Outli71e31) にあがっている例文はたてまえからすれば,あくまでも口語を対象
としたものであるから,KoSoeMaungの説明や訂正をそのまま全部承認することはできない
だろう｡ しか し事実に照 らしあわせてみると,彼の説明は現代 ビルマ口語における -tweiの使






















(1) Apュ. → Aa+Ab+-･





花 日本の友人 たち 休日
caun:dha:mya:(C3),pou'gou-Pn:(C5),japansi'tha:dwei(B3)
学生 たち 人物 たち 日本の 兵士 たち
mein:kalei:dwei(C1),tayou'twei(C2),zaga:dwei(B4)
少女 たち シナ人たち ことば
hsaya-dou.(Bl),caun:dha:dou.(C4),japanlu:myou:dou.(C6)



























母 父 (父母,両親) し日工 国民 と ビルマ国民
qu:maun-maun-nyun.ne.cano-dou.(B4)
ウ一 ･マウンマウン二ュン と わたし
yei-qu:myou.,daba･yin:myou.,daze-myouiP a:(Bl)
イェイTlj一町, グパイン 町, ダゼ- 町
pa-li.sa-peihta-na.ga.pa-mau'hka.,thamain:hta-na.ga.pa-mau'hka.ne.m0-gun:dein:dou.
パーリ 文学 科 の 教授 歴史学 科 の 教 授 と 記録官
(Bl)
名詞をいくつか催列 して,最後に複数助詞をつける｡ この場合の複数助詞は全 く随意的 (op-
tional)なものであり,用いられない例もかなりある,
zani:lnaun-hnan(B2),lli.ginhpa.gin.(Bl),cano･ne.hsaya(B4)
妻 人 (夫妻 ･大姉) 付 父 (父母･両親) わたしと 先i二
kouhla-wei-ne.cano(B4),cun-do-ne.qu:htun:hywei(C5)
コウ･ラウェイとわたし わたし と ウ一 ･トゥンシュエイ
koumou:hswei-ne.ni-1a(Al),°in:lei:gaga:, danu.zaga:,taun-you: zaga:(B4)














ではない｡ビルマ語で lu(人),sa-qou'(本)などといった場合, ｢人｣や ｢本｣のカズにつ
いては特別な関心が払われていないのである｡ビルマ語の場合は,印欧語のように名詞の単数
形が常にその複数形の存在を 意識 して 用いられるのとは,事情がちがう｡ ビルマ語において














かれ ら 2人 かれ ら 2人 自分(わたし)たち2人
ビルマ語の場合,名詞の数に対する関心は普通名詞と人称代名詞では異なっていて,普通名
詞については単数 ･複数の区別が厳格でないのに反 して,人称代名詞では単数 ･複数の厳 しい
対立が存在するといえる｡




















2. これについて PeMaungTinは次のように説明している｡-ca.は ｢それぞれ｣が行な
う･起こる ･存在することを特に明示するために用い,-kounは ｢全部｣が行なう･起こる ･














は行 く)といえばひとりの人が行 くのか,それ以上の人が行 くのかはわからない｡正確なカズ




動詞の複数助詞としては,現代 ビルマ語では, もっぱら -ca.が用いられるようである｡こ



































まもなく コウ･モウスウェイと ニーラー は ミャサンダー - 着 い た
myou.hma.hsin:ye:dha:mya:nga'nei-ja.ba-bi(Bl)
町 の 貧 民 たち は飢えている
caun:dha:ce'taun qahpwe.la･ja.ba･lein.me(B4)




戦争 中 に 学 ん だ こ と ば は 練 習 が 少 な い の て 日 本 国へ帰 ってい って しま った(B2)
hkin･maraga.pye'nei-do.yanei.hsei:ci.ya,thoun:ze.hcau'saloun:pye'koun-ba-dhi(Bl)












ウ-･マウンマウンソウティンたちは いつ 帰る か
tati.ya.hni' caun:dha:dou.hahkamya:lou-be:pyo:main-ja.ba･dhala:(C4)
弟3 学年 学生 たち は あなたのように 話 せる か
そ こで又が終わ らず次 に続 く場合 も同様 に複数助詞は用 い られ る｡
thu-dou.hnaqu:dhimaca-mi-binle'hta'ca.yansi.za'pi:hpyi'lei-dhi(Al)
かれ ら 2人 は まもなく 結婚する ことを 約束 した のである
cama.ql.yトyWe-je'hma-Ii:qahyei.qa-hya.hnanain-ganhpyi'ca.dho:Japan-ne.myan一ma
わたしの 志 は 東 アジア の 2 回 である ところの 円本 と ビルマ
_tin_a堅i_q_-g学njqi･sa-peiyin-cei:hmu･mya:gouhpahle-yan･･･(B2)
両 国 の 文 学 文 化 を 交流するため･･
■I
dijapanpylla･ja.me.ce'taunyalqahpwe.hmacano.thange-jim:dweipala-ba-1ein.
この 日本 国 に来る バ ドミントン ･ チーム に わたしの 友人 たちも随行してくる
me(B4)
だろう
myan一ma caun:dha:caun:dhu一galei:mya:hma yabku.qahka ta-wun-gou pou-ywei.
ビルマの 学 と圭 (dim･)たち は いま 責 務 を より多く
htan:hsaunneHa.ya.dhahpyin.thu-dou.li:mya:zwaqa:la'ca.myi.do.mahoulpa(Bl)
果たして いる ので かれらも あまり ひま だとは (meg.) いえない
では,文 中 に複数 の主体が示 されていれば,常 に動詞は複数助詞を伴 って現 われ るか とい うと
決 してそ うではない｡NN十Ⅴには次のよ うな用例がある｡
do:t九a.jaun.mye'loun:galei:mya:dhi-1i:win:le'ywei.la-do.dhi(Al)
怒りのため 瞳 (dim.) も ぎらぎら光ってきた
kouthin:hlain-pe･__m阜･mi･dou･hnayau'thini:za'yanto-dokwa-wei:lei-dhi(Al)
コウ･テ ィンラインと自分 2人は 近づ くには 相当 へだたりがある
gitーa･甲-q_0_u+甲ya:,qanu･pin-nyasa-pei-mya:dhi-ga:sein･ql･gadin be:dwinpounnei一











人口 の 少ししか ない 民 族 の 民 話 も 含まれている
pin-nya-yei:qahpwe.mya:hyi.ba-de(C5)
教 育 委員会 が ある
te'kasihsou-da-mya:hnahse.lei:na-yihyi.ba-de(C5)
タクシーというの は 二 十 四 時間 ある
NN+Ⅴ(pl.)とNN+Ⅴとのちがい, つまり動詞の複数助詞の使いわけには, 何か一定の法
則があるのだろうか｡前述の下 ビルマ,タ トゥン出身の UÅungMyintは次のような説明を
して くれた｡ この複数助詞は (a)｢動作｣(movement)を表わす動詞についてよ く用い られ,
｢状態｣(state)を表わす動詞にはあまり用い られないOただ し nei-ja.de(住んでいる,-･し
ている), hyi.ja.de(いる,ある)は用い られ る｡ また, (b)主体 (subject) が無生物 (in･
animate)である時は用いる習慣がない (thoun:lei.mahyi.bu:)0
(a)の点についてまず考えてみる｡｢動作｣を 表わす動詞に よ く用い られ るというのは, ｢状
態｣をあ らわす動詞にはあまり用い られないとい うことであろう｡ しか し,彼のい う nei-ja.
de, hyi.ja.deも含めて,｢状態｣を表わす動詞について複数助詞の用い られ る用例 として次の
ようなものがある｡
koumou:hswei･dou.tha:qami.dhisein.qapo･hnai'hci'hkincin-na-ge.ja.dhi-hmabawa.ql.
コウ･モウスエイ たち 親 子 が セイン に 対して 親切で思いやりがあった のは 人生の
hmyo-1in.je'kalei:tahku.hpyi'hke.ya.lei-dhi(Al)
希 望 (dim.)-ひとつの であった
japanlu-myou:myaqi.°in-nahci'hkin-da'ca.ゎoun,you:tha: ユaun.
日 本 人 の 親 切 な 様子 率直な 様子 ゆえに
japanpyi-dhou.tahkau'qayau'la lou-dho:hsan-da.hyi.ba-dhi(B2)




コウ･ラウェイの 両 親 と 親 戚 全部が 健やかで 幸せ であるように
mi'satalsHIDOZani:mauれ-hnan-hmaqahtu:dhabo:kaun:ja.ba-dhi(B2)
石堂 氏 夫 妻 は 特に 性格が よい (いい人である)
pa-1i.sa-pe主hta-na.ga.pa･mau'hka.,thamain:hta･na.ga.pa-mau'hka.ne.mo･gun:dein:dou.











仕事の 責 務 を 果たして いろ
cun-doqahtu:thahpyln･Sei'win-zA:nei-da-ga.Japanpyi･hmaba･dhabei-da.loungan:
I
わたし が 特 に 興味がある の は 日本 円 で 言語 学 の 活 動
goube-loulou'nei-ja.de,hsou-da-ba-be:(B4)
を どのように 行なっている かということである
meimyou.hmanei-ja.ba-de(C7)
メイ ミョウ に いた
hsaya-ne.dagwa.zani:dhi-bacan:ma-zwahyiJ'a.ba-de(B2)
先 /J三 ともども 奥さま も 元気で いる
hsaya.qein-dha:mya:qa:loun:can:jam:ma-mahyi.ja.ba-de(Bl)




かれ ら も 驚いても(れeg.)終わらなくある(驚きがつきない)









外 の 空 には 犀.(dim.) が 輝いていた
coun:de:hmapan:_TPYa:ga.muhtoumou:jaun･binpou-mou-ywei･pwin･ja･lei-dhi(Al)
濠の中には 花 が その 雨 のために いっそうたくさん 咲いた
Ia･yaun-ql･qalin:yaun hlain:dun･galei:mya:dhilei-de:we gi-ta･qi･hma'su･galei:mya:
月 の 影 の さ ざ 波(dim.) は 空｢71 に 音 符 (dim.)
dhabwepyei:hkounhso.gaza:nei･ja.lei-dhi(Al)













































ビルマ 語 を どのように 学んで いる か,どのように 勉強して いる かという ことも知り たい
hsan-da.pyin:pya.mi.ba-de(B4)
気 指 が つよい
qanyasi.si'hmaman:dalej:myou.tawai'kou-dhahtinnei-ja.ba-dhi(Bl)
上ビルマ,一木当の は マングレイ 市 一 帯 だけと思っている
myan-mazaga:dwindhabye'tli:tahkain-hu.dha hko-wothoun:swe:ja.ba-dhi(B2)
ビルマ 語吾 では ブドウ ー JJ,LJ･ と のち 呼称し 使 用 する
pyo.･zaga:hmaitou.i,Imya:iqasa:Itweigouthoun:ja.ba-de(B4)
口 語 では -too., -mya:の代わりに-tweiを Ilいろ
kou hla.weihsou-da,bamapyiyau'hpu:dhala:lou.le:,mei:ja.ba-de(B4)








6. さきにすこしふれたように,動詞の複数助詞には ｢共同｣とか ｢相互｣の概念を表わす
機能がある｡これも広い意味での複数概念といえる｡52)
thu-ne.go:be-doun:ga.thュ.ja.dhadoun:(Al)
かれとは い つ 知り あったのか
maca･miqahcein-hnai'qein･dha:taqu:hpyilla･myi.sein.dhikouthin:hlain-qi.mi.ba.

















当 時 お 互 い に ひ ど く 言いあったこと を 今 再び
sin:za:lai'pa-ga.hma'mi.nain-zayamahyi.bei(Al)
考える と 思い出せる ことは(meg.)何もない
mi'sataONOgOu-1i:myan-mapyiyau'hlintwei.ja.ba-1ein.myi(Bl)
大 野 氏 にも, ビルマ 国- 着いたら 会える だろう
｢共同｣ ｢相互｣を表わす文においても,必ず複数助詞を用いるとは限らない｡
myan･maqamyou:dhami:dwei-ne.samayei:bu:la:(C1)
ビルマの 女 性 たち と手紙を(meg.)やりとりしないか
cun-do.thange弓in:tayau'thu･ne.thi.ba･de(C2)
わたしの 友だち ひとりは かれと 知りあいである
cun-do-ne.hkamya:ne.twei.ba-de(C2)
わたし と あなた と が 会った
7.以上動詞の複数助詞について述べてきたが,全体としてこの複数助詞はどういう機能を
もっているかについて最後にまとめてみる｡
前述の Judson,Cornyn,Alottの説明 (い ずれも§IlL2参照)は,この複数助詞の機能の
















thu-dou.hnaqu:dhikou thin:hlain･qi.mo-to-ka:ya'hb:dhi. nei-ya qahti.hyau'
かれら 2人 は コウ･テインラインの 自 動 車 の 止まっている 所 まで 歩いて
la車重 hma･ka:gou maun:pi:sein･neihtain-yalan:thoun:ze-dhou･la-ge･ja･1ei-dhi(Al)
きて,それから自動車を 運転して セインの 住んでいる 三十番街 へ 来た
Iu-ngelei:qu:dhitayau'koutayau'pyoun:ywei.hnou'hse'ca.lei-dhi(Al)
若者 4人 は お互いに にっこりして 挨拶 した
qi-hmya･binthu-dou･hnaqu:dhiwa-dhanaj垣:matu-ja･dho-1i:taqu:ioutaqu:muqathe:
これほどまで かれ ら 2人 は 趣味がお互いに(meg.)同じでないのに お互いに 心
nin.qaunhci'mi.ge.ja.lei-bi(Al)
深 く愛するようになった
動詞につ くこの種の複数助詞の機能は, ビ ルマ語の構造を特徴づけるもののひとつである｡
同じような機能をもつ形式として,他にビルマ ･ロロ語群のラフ ･シ (Lahu-shi)語の･tShEが
ある｡54)
お わ り に
ビルマti'封こおける数の文法範鴫はどういう形で存在するのかを,名詞と動詞におC)お0)連接
する複数助詞の機能を中心にみてきた｡
人称代名詞を除いては,名詞の場合 も動詞の場合も複数助詞 の使用は随意的 (optional)であ
る｡ したがって,複数助詞が連接すれば複数,連接 しなければ単数 というように名詞や動詞を
数に関 して枠づけるのは適切でない ｡ ビルマ語では,人称代名詞が単数 ･複数の区別を厳格に
守っているのをのぞけば,名詞 も動詞 も複数助詞の 連接は 義務的 (Obligatory)でな く随意的
























(付記) 第 Ⅰ章でふれた日本のビルマ語学者の著作については,拙稿 ｢日本におけるビルマ
語研究について｣ (『アジア ･アフリカ言語文化研究』3,1970.56)近刊)に詳しく述べてある｡
56)JournalofAsianandAfricanStudies3,1970.Inst'ltutefortheStudyofLanguagesand
CulturesofAsiaandAfrica(ILCAA),TokyoGaikokugoDaigaku.
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